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特定の対象にのめり込み，日常生活に支障をきたす依存行動に関して，快情動への接近の機能を持

つ正の強化による維持と，不快情動からの回避やストレス解消の機能を持つ負の強化による維持の２

つに大別される。このうち，負の強化によって維持されている場合に，依存状態がより重症であるこ

とが示唆されており（Weatherly & Cookman，2014），日常生活におけるストレスなどが，依存行動の

重症化の要因の１つであることが推察される。 

しかしながら，多様な依存行動は，どのようにして特定の依存行動として発現するのかは明らかに

なっていない。先行研究においては，PACE モデル（Sussman et al., 2011）によって，主に

“Pragmatics”，“Attraction”，“Communication”，“Expectations”の４つの要因が影響し合うこと

によって，依存行動の特異性が構成されると唱えられているものの，実証的研究は十分でない現状に

ある。 
そのため，依存や嗜癖に対する医学的理解と心理学的理解，ネット依存の背景要因，依存の維持や

学習歴と予防，依存行動の移行や併存といった観点から，依存行動の特徴や背景，特定の依存へと至

るプロセスについて，検討を行った。 
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